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Wガイド下肺生検後の空気塞栓に対する空気の消失期間や推移について

1．研究の対象

2018年1月～2025年7月に高知大学医学部附属病院または高知医療センターで肺腫瘍

に対してCTガイド下肺生検を受けられた方。

2．研究目的・方法

CTガイド下肺生検の主な合併症には、気胸、肺出血、血胸、空気塞栓症、播種など

が知られています。このうち空気塞栓症は発症率が0.061～4.8%と稀ではあるもの

の、発症した場合には致死的となる可能性があります。しかし、その発生時の対応方

法については、いまだ議論の余地が残されています。

そこで本検討では、CTガイド下肺生検後にCTを施行して空気塞栓症が確認された症

例について、カルテを参照することにより発生頻度や臨床経過などを評価することを

目的とします。

研究機関：研究機関の長の実施許可日～2030年12月31日

利用又は提供を開始する予定日：2026年1月30日～

3．研究に用いる情報の種類

情報:CTガイド下肺生検で使用した物品、 CTガイド下肺生検の画像、カルテからの臨

床経過等

4．外部への情報の提供

高知医療センターから高知大学医学部附属病院へデータの情報提供を行います。

5．研究組織

高知大学医学部附属病院

高知医療センター吉松

柴田純季

梨香

6．お問い合わせ先

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。




